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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】外部から入手したレシピ情報を用いた自動調理
について使い勝手の良い加熱調理システムを提供する。
【解決手段】ユーザ端末装置３に、ネットワーク２０を
介してサーバ装置４から提供されたレシピ情報を登録す
るレシピ登録部と、レシピ登録部のレシピ情報をコンロ
２に送信する送信制御部とを設ける。コンロ２に、ユー
ザ端末装置３から送信されたレシピ情報を各加熱部１０
，１１，１２毎に振り分けるレシピ情報振分部と、振り
分けたレシピ情報を記憶するレシピ情報記憶部と、記憶
したレシピ情報の中から所望のレシピ情報をユーザが選
択するレシピ選択操作部と、ユーザが選択したレシピ情
報により自動調理を行う調理制御部とを設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の加熱部を有して各加熱部毎に自動調理を行うことが可能なコンロと、該コンロと
通信可能であると共にネットワークに接続されたユーザ端末装置と、前記コンロの自動調
理用の制御データを含む調理内容及び当該自動調理で使用すべき加熱部の識別情報が記録
されてなるレシピ情報を前記ネットワークを介して前記ユーザ端末装置に提供するサーバ
装置とを備える加熱調理システムであって、
　前記ユーザ端末装置は、前記サーバ装置から提供されるレシピ情報の中からユーザが選
択したレシピ情報を登録するレシピ登録部と、該レシピ登録部に登録されたレシピ情報を
前記コンロに送信する送信制御部とを備え、
　前記コンロは、前記ユーザ端末装置から送信されたレシピ情報を各加熱部毎に振り分け
るレシピ情報振分部と、該レシピ情報振分部によって各加熱部毎に振り分けられたレシピ
情報を各加熱部毎に記憶するレシピ情報記憶部と、該レシピ情報記憶部に記憶されている
レシピ情報の中から所望のレシピ情報を選択する操作をユーザが行うためのレシピ選択操
作部と、該レシピ選択操作部により選択されたレシピ情報に記録された制御データを用い
て自動調理を行う調理制御部とを備えることを特徴とする加熱調理システム。
【請求項２】
　前記コンロは、前記レシピ情報が表示可能な表示画面と、前記レシピ情報記憶部に記憶
されているレシピ情報を各加熱部毎に前記表示画面に表示させる表示制御部とを備え、
　前記レシピ選択操作部は、前記表示画面に表示されたレシピ情報の中からユーザが所望
のレシピ情報を選択可能に構成されていることを特徴とする請求項１記載の加熱調理シス
テム。
【請求項３】
　前記コンロは、ユーザが前記加熱部を選択する操作を行うための加熱部選択操作部を備
え、
　前記表示制御部は、前記加熱部選択操作部によりユーザが選択した加熱部に対応するレ
シピ情報のみを前記表示画面に表示させることを特徴とする請求項２記載の加熱調理シス
テム。
【請求項４】
　前記コンロは、ユーザが選択したレシピ情報に従って自動調理を行う際に、当該自動調
理で使用する前記加熱部に対する加熱開始操作をユーザに促す報知を行う報知制御部を備
えることを特徴とする請求項１～３の何れか１項記載の加熱調理システム。
【請求項５】
　前記報知制御部は、前記加熱部に対する加熱開始操作をユーザに促す報知を行っている
間に、他の加熱部に対する加熱開始操作をユーザが行ったとき、誤操作である旨の報知を
行うように構成されていることを特徴とする請求項４記載の加熱調理システム。
【請求項６】
　前記ユーザ端末装置は、前記レシピ登録部に登録可能なレシピ情報の数に上限が設定さ
れており、
　前記コンロは、前記レシピ情報記憶部に記憶されるレシピ情報の数が、各加熱部毎に前
記ユーザ端末装置の前記レシピ登録部に登録可能なレシピ情報の数の上限と同数に設定さ
れていることを特徴とする請求項１～５の何れか１項記載の加熱調理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークに接続されたユーザ端末装置と、ネットワークを介してユーザ
端末装置にレシピ情報を提供するサーバ装置と、ユーザ端末装置から送信されたレシピ情
報により自動調理を行うコンロとを備える加熱調理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　スマートフォンやタブレット等の携帯型のユーザ端末装置の普及に伴い、インターネッ
トを介してこの種のユーザ端末装置に外部からダウンロードしたレシピ情報を、ユーザ端
末装置からコンロに転送して自動調理を行えるように構成した加熱調理システムが提案さ
れている（特許文献１参照）。
【０００３】
　これによれば、ユーザ端末装置の表示画面でレシピ情報を確認しながら、コンロの自動
調理を設定することができるので、自動調理の設定操作を容易に行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１５８３４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来のものでは、ユーザ端末装置にダウンロードしたレシピ情報を用いて自動調理
を行うとき、ユーザ端末装置を厨房に持ち込んで、ユーザ端末装置からコンロへのレシピ
情報の送信作業を行う。
【０００６】
　しかし、その後、以前に自動調理で用いたレシピ情報による自動調理を行う場合であっ
ても、毎回、コンロへのレシピ情報の送信作業を行う必要がある。このため、ユーザ端末
装置を厨房に持ち込んだり、レシピ情報をコンロに送信する際の操作が煩わしく、使い勝
手が良いとは言えなかった。
【０００７】
　上記の点に鑑み、本発明は、外部から入手したレシピ情報を用いた自動調理について使
い勝手の良い加熱調理システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる目的を達成するために、本発明は、複数の加熱部を有して各加熱部毎に自動調理
を行うことが可能なコンロと、該コンロと通信可能であると共にネットワークに接続され
たユーザ端末装置と、前記コンロの自動調理用の制御データを含む調理内容及び当該自動
調理で使用すべき加熱部の識別情報が記録されてなるレシピ情報を前記ネットワークを介
して前記ユーザ端末装置に提供するサーバ装置とを備える加熱調理システムであって、前
記ユーザ端末装置は、前記サーバ装置から提供されるレシピ情報の中からユーザが選択し
たレシピ情報を登録するレシピ登録部と、該レシピ登録部に登録されたレシピ情報を前記
コンロに送信する送信制御部とを備え、前記コンロは、前記ユーザ端末装置から送信され
たレシピ情報を各加熱部毎に振り分けるレシピ情報振分部と、該レシピ情報振分部によっ
て各加熱部毎に振り分けられたレシピ情報を各加熱部毎に記憶するレシピ情報記憶部と、
該レシピ情報記憶部に記憶されているレシピ情報の中から所望のレシピ情報を選択する操
作をユーザが行うためのレシピ選択操作部と、該レシピ選択操作部により選択されたレシ
ピ情報に記録された制御データを用いて自動調理を行う調理制御部とを備えることを特徴
とする。
【０００９】
　本発明の加熱調理システムは、ユーザ端末装置のレシピ登録部にサーバ装置から取得し
たレシピ情報を登録し、送信制御部の制御によりレシピ登録部に登録したレシピ情報をコ
ンロに送信する。コンロは、ユーザ端末装置から送信されたレシピ情報をレシピ情報記憶
部に記憶する。
【００１０】
　このとき、ユーザ端末装置のレシピ登録部に複数のレシピ情報が登録されていれば、複
数のレシピ情報をまとめてコンロに送信することができるので、コンロに複数のレシピ情
報を送信する作業が極めて簡単である。そして、コンロのレシピ情報記憶部に記憶されて
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いるレシピ情報を使用する場合には、ユーザ端末装置からの送信は不要であるので、使い
勝手に優れたものとなる。
【００１１】
　また、コンロは、レシピ選択操作部を介してユーザが選択したレシピ情報の制御データ
を用いて自動調理を行う。このとき、コンロのレシピ情報記憶部に記憶されているレシピ
情報は、レシピ情報振分部によって各加熱部毎に振り分けられているので、ユーザが誤っ
てレシピ情報の調理に適さない加熱部を用いることを防止できる。
【００１２】
　また、本発明において、前記コンロは、前記レシピ情報が表示可能な表示画面と、前記
レシピ情報記憶部に記憶されているレシピ情報を各加熱部毎に前記表示画面に表示させる
表示制御部とを備え、前記レシピ選択操作部は、前記表示画面に表示されたレシピ情報の
中からユーザが所望のレシピ情報を選択可能に構成されていることを特徴とする。このと
き、前記コンロは、ユーザが前記加熱部を選択する操作を行うための加熱部選択操作部を
備え、前記表示制御部は、前記加熱部選択操作部によりユーザが選択した加熱部に対応す
るレシピ情報のみを前記表示画面に表示させることが好ましい。
【００１３】
　本発明によれば、表示制御部によりコンロの表示画面に各加熱部毎のレシピ情報を表示
するので、ユーザは表示画面を確認して容易にレシピ情報を選択することができる。この
とき、ユーザが加熱部選択操作部で選択した加熱部に対応するレシピ情報のみを表示画面
に表示させることにより、使用する加熱部で調理することが可能なレシピ情報を選択する
ことができるので、レシピ情報による調理で使用する加熱部の誤選択や、使用予定の加熱
部で行える調理の誤選択を確実に防止することができる。
【００１４】
　また、本発明において、前記コンロは、ユーザが選択したレシピ情報に従って自動調理
を行う際に、当該自動調理で使用する前記加熱部に対する加熱開始操作をユーザに促す報
知を行う報知制御部を備えることを特徴とする。このとき、前記報知制御部は、前記加熱
部に対する加熱開始操作をユーザに促す報知を行っている間に、他の加熱部に対する加熱
開始操作をユーザが行ったとき、誤操作である旨の報知を行うように構成されていること
が好ましい。
【００１５】
　コンロによる自動調理に際しては、ユーザの操作によって加熱が開始される。このとき
、自動調理を行うべくレシピ情報と使用する加熱部とが選択されても、ユーザが加熱部の
加熱開始操作が行われないと調理が開始されない。そこで、本発明においては、ユーザが
選択したレシピ情報により自動調理を行う場合に、加熱部に対する加熱開始操作を、光や
音により報知する。これによって、ユーザが加熱開始操作を行わずに放置されることを防
止して、速やかに自動調理を行うことができる。更に、コンロは、加熱開始操作を促す報
知を行っている加熱部と異なる加熱部に対してユーザが加熱開始操作を行った場合には、
誤操作である旨の報知を行うので、ユーザは確実に加熱開始操作を行うべき加熱部を明確
に把握することができる。
【００１６】
　また、本発明において、前記ユーザ端末装置は、前記レシピ登録部に登録可能なレシピ
情報の数に上限が設定されており、前記コンロは、前記レシピ情報記憶部に記憶されるレ
シピ情報の数が、各加熱部毎に前記ユーザ端末装置の前記レシピ登録部に登録可能なレシ
ピ情報の数の上限と同数に設定されていることを特徴とする。
【００１７】
　本発明によれば、ユーザ端末装置へのレシピ情報の登録数の増加が抑えられ、ユーザ端
末装置が備える記憶部容量の圧迫を防止することができる。一方、コンロは、レシピ情報
記憶部に十分な容量を確保しておくことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
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【図１】本発明の加熱調理システムの概略構成を示す図。
【図２】ユーザ端末装置とコンロの機能的構成を示すブロック図。
【図３】ユーザ端末装置のレシピ情報の登録動作を示すフローチャート。
【図４】コンロにおけるレシピ情報の登録動作の一例を示すフローチャート。
【図５】コンロにおけるレシピ情報の登録動作の他の例を示すフローチャート。
【図６】コンロの加熱部及びレシピ情報の選択操作とその画面表示を示す図。
【図７】コンロの要部を拡大して示す図。
【図８】他のコンロの加熱部の選択操作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。本実施形態の加熱調理システム１は、
図１に示すように、ガスコンロ２と、ユーザ端末装置３と、サーバ装置４とを備えている
。
【００２０】
　ガスコンロ２は、ガラス製の天板５上に露出する３つのコンロバーナ（左コンロバーナ
６、右コンロバーナ７、及び後ろコンロバーナ８）と、本体２ａ内部のグリル９に設けら
れた図示しないグリルバーナとを備えている。左コンロバーナ６、右コンロバーナ７、後
ろコンロバーナ８及びグリルバーナは、本発明の加熱部に相当する。なお、本実施形態に
おいては、３つのコンロバーナ６，７，８のなかでは、左コンロバーナ６が最大火力の最
も大きいバーナであり、後ろコンロバーナ８が最大火力の最も小さいバーナとなっている
。
【００２１】
　ガスコンロ２の本体２ａには、押し操作や回転操作により左コンロバーナ６の点・消火
や火力調節を行うための左コンロ操作ボタン１０が設けられており、同じく、右コンロバ
ーナ７の操作のための右コンロ操作ボタン１１、後ろコンロバーナ８の操作のための後ろ
コンロ操作ボタン１２、グリルバーナの操作のためのグリル操作ボタン１３が設けられて
いる。左コンロ操作ボタン１０、右コンロ操作ボタン１１、及び後ろコンロ操作ボタン１
２の周囲には火力レベルを示す火力インジケータ１４，１５，１６が設けられ、グリル操
作ボタン１３の隣接位置には、グリルバーナの上下燃焼状況とその火力レベル示す火力イ
ンジケータ１７が設けられている。これらの火力インジケータ１４，１５，１６，１７は
複数のＬＥＤで構成されて火力レベルの増減をＬＥＤの点灯数で表示する。
【００２２】
　更に、ガスコンロ２の本体２ａには、パネル１８を開閉することにより前方に露出する
操作スイッチ部（図示せず）が設けられている。この操作スイッチ部は、複数のスイッチ
を備えているが、そのなかに、本発明の加熱部選択操作部と、レシピ選択操作部とが設け
られている。なお、加熱部選択操作部とレシピ選択操作部とは、その両機能を有するスイ
ッチとして、各バーナ６，７，８用に１つずつ設けることができる。或いは、加熱部選択
操作部を専用のスイッチとし、温度設定の際に使用するアップキーとダウンキーをレシピ
選択操作部として用いるように構成することも可能である。本実施形態においては、加熱
部選択操作部とレシピ選択操作部との両機能を有するスイッチを設けた場合を例として説
明する。レシピ情報については後述する。
【００２３】
　また、天板５には表示画面１９が設けられている。表示画面１９はドットマトリクス方
式の液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）であり、天板５の透明部分の裏面側に熱対策が施された
状態で設けられている。なお、本実施形態では液晶の表示画面１９を採用しているが、液
晶以外に採用可能なドットマトリクス方式の表示画面として、有機エレクトロルミネッセ
ンス（有機ＥＬ）、発光ダイオード（ＬＥＤ）表示装置、蛍光表示管（ＶＦＤ）、及びプ
ラズマ表示装置等を挙げることができる。
【００２４】
　ユーザ端末装置３は、ユーザ（ガスコンロ２の使用者）が利用する端末装置であり、ス
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マートフォン、タブレットコンピュータ、携帯電話機、パーソナルコンピュータ等を適用
することができる。ユーザ端末装置３は、移動可能な状態或いはユーザが携帯して使用さ
れ、ネットワーク２０への接続が可能とされている。
【００２５】
　ネットワーク２０は、本実施形態においては、インターネットを利用し、ＴＣＰ／ＩＰ
（Transmission Control Protocol／Internet Protocol）等の通信プロトコルを用いて相
互にデータの送受信が可能となっている。
【００２６】
　サーバ装置４は、ガスコンロ２の製造元或いは販売元が管理・運営しており、ネットワ
ーク２０に接続されて外部からのアクセスが可能とされている。サーバ装置４は、図示し
ないが、ガスコンロ２の自動調理機能によって作成することができる多くの調理に関する
レシピ情報を格納するデータベースを備え、ユーザ端末装置３からの要求によりネットワ
ーク２０を介してユーザ端末装置３にレシピ情報を提供する。
【００２７】
　ユーザ端末装置３は、図２に模式的に示すように、各種の演算処理を行うためのコンピ
ュータによる制御部２１と、各種データ及びプログラム等を記憶する記憶部２２と、タッ
チセンサ付液晶画面等の操作画面２３とを備えている。また、ユーザ端末装置３は、ネッ
トワーク２０との通信状態を制御する第１通信部２４と、ガスコンロ２との通信状態を制
御する第２通信部２５（送信制御部）とを備えている。
【００２８】
　ユーザ端末装置３の記憶部２２には、所定のオペレーティングシステムや、ユーザ端末
装置３の機能を実現するための各種のプログラムが記憶されている。更に、記憶部２２は
、後述するレシピ情報を登録するレシピ登録部２６を備えている。レシピ登録部２６には
、サーバ装置４から提供されるレシピ情報の中からユーザが選択したレシピ情報が登録さ
れる。レシピ情報の選択は、ユーザ端末装置３の操作画面２３を用いたタッチ操作により
行われる。
【００２９】
　なお、レシピ登録部２６に登録可能なレシピ情報の登録数は所定の操作により適宜設定
できるようになっている。ユーザ端末装置３においてレシピ情報の登録数に上限を設ける
ことで、ユーザ端末装置が備える記憶容量の消費を抑えることができるだけでなく、情報
転送時間も短縮でき、多数のレシピ情報を扱うユーザの混乱も防止することができる。
【００３０】
　ユーザ端末装置３とガスコンロ２とはBluetooth（登録商標）規格等による無線接続に
より相互通信可能に接続され、ユーザ端末装置３とサーバ装置４とはネットワーク２０を
介して接続される。
【００３１】
　ガスコンロ２は、図２に模式的に示すように、ユーザ端末装置３との通信状態を制御す
る通信部２７と、各部の動作を制御する制御部２８と、各種データ及びプログラム等を記
憶する記憶部２９とを備えている。
【００３２】
　ガスコンロ２の記憶部２９は、レシピ情報記憶部３０を備えている。レシピ情報記憶部
３０は、３つのコンロバーナ６，７，８及びグリルバーナの夫々に割り当てられた４つの
記憶エリアで構成される。第１の記憶エリアには、ユーザ端末装置３のレシピ登録部２６
に登録されているレシピ情報のうち、左コンロバーナ６を用いて調理を行うレシピ情報が
格納される。第２の記憶エリアには、ユーザ端末装置３のレシピ登録部２６に登録されて
いるレシピ情報のうち、右コンロバーナ７を用いて調理を行うレシピ情報が格納される。
第３の記憶エリアには、ユーザ端末装置３のレシピ登録部２６に登録されているレシピ情
報のうち、後ろコンロバーナ８を用いて調理を行うレシピ情報が格納される。第４の記憶
エリアには、ユーザ端末装置３のレシピ登録部２６に登録されているレシピ情報のうち、
グリルバーナを用いて調理を行うレシピ情報が格納される。
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【００３３】
　また、レシピ情報記憶部３０の４つの記憶エリアの夫々は、ユーザ端末装置３のレシピ
登録部２６の登録数と同数のレシピ情報を記憶することができるだけの記憶容量が確保さ
れている。本実施形態においては、ユーザ端末装置３のレシピ登録部２６のレシピ情報の
登録数が１０個であるから、レシピ情報記憶部３０の４つの記憶エリアは、夫々１０個ず
つのレシピ情報が記憶できる容量が確保されている。
【００３４】
　ここで、ユーザ端末装置３のレシピ登録部２６と、ガスコンロ２のレシピ情報記憶部３
０に格納されるレシピ情報について説明する。本実施形態におけるレシピ情報は、レシピ
No.、レシピ名称、指定バーナ、左コンロバーナ用制御データ、右コンロバーナ用制御デ
ータ、後ろコンロバーナ用制御データ、グリルバーナ用制御データ、及びコンロ表示用No
.で構成されている。
【００３５】
　本実施形態の場合、上述の通りユーザ端末装置３において１０個のレシピ情報のレコー
ドが生成され、レシピNo.は１～１０となる。なお、レシピNo.とレシピ名称は、ユーザが
ユーザ端末装置３を操作してレシピ登録部２６にレシピ情報を登録する際に設定すること
ができる。
【００３６】
　コンロ表示用No.は、ガスコンロ２の表示画面１９に表示するときに用いられ、レシピ
情報記憶部３０の各記憶エリアに格納されるとき、各記憶エリア内での番号として付与さ
れる。なお、レシピNo.は、ユーザ端末装置３の操作画面２３に表示されるが、ガスコン
ロ２の表示画面１９には表示されないようになっている。
【００３７】
　また、レシピ情報の上記レコードにおける「指定バーナ」は、本発明における「自動調
理で使用すべき加熱部の識別情報」に相当し、具体的には、３つのコンロバーナ６，７，
８及びグリルバーナの何れか（複数であってもよい）を示す名称等の識別情報が記録され
ている。
【００３８】
　ガスコンロ２の制御部２８には、その機能的構成として、レシピ情報振分部３１、表示
制御部３２、調理制御部３３が備えられている。
【００３９】
　レシピ情報振分部３１は、ユーザ端末装置３から送信されたレシピ情報をバーナ毎に振
り分ける。レシピ情報振分部３１で振り分けられたレシピ情報は、レシピ情報記憶部３０
の上述した各記憶エリアに登録される。
【００４０】
　表示制御部３２は、レシピ情報記憶部３０に記憶されているレシピ情報を各バーナ毎に
表示画面１９に表示させる。ユーザが、加熱部選択操作部として機能するスイッチを操作
してバーナを選択すると、このスイッチに対応するバーナ（左コンロバーナ６、右コンロ
バーナ７、後ろコンロバーナ８、及びグリルバーナの何れか）の設定情報に関する表示が
切り替わり、この状態でレシピ選択操作部として機能するスイッチ（本実施形態では、加
熱部選択操作部として機能するスイッチと同じスイッチ）を操作することで、表示画面１
９に表示されたレシピ情報の中から所望の調理を選択する。調理制御部３３は、ユーザが
選択したレシピ情報が有する制御データにより自動調理を行う。
【００４１】
　ここで、ユーザ端末装置３におけるレシピ情報の登録作業を説明すれば、図３に示すよ
うに、ＳＴＥＰ１－１でサーバ装置４に接続し、ＳＴＥＰ１－２でサーバ装置４に対しレ
シピ情報の提供を要求する。次いで、ユーザ端末装置３は、ＳＴＥＰ１－３に進むと多数
のレシピ情報を選択可能な状態で操作画面２３に表示させる。そして、ユーザによりレシ
ピ情報の選択操作が行われ、ＳＴＥＰ１－４でユーザの所望するレシピ情報が、レシピ登
録部２６に登録される。このとき、レシピ登録部２６に登録された複数のレシピ情報（以
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下、ユーザ所望のレシピ情報であることにより、以下マイレシピと言う。）は、ＳＴＥＰ
１－５でガスコンロ２に送信される。
【００４２】
　ガスコンロ２の制御部２８は、次の手順で複数のレシピ情報からなるマイレシピを登録
する。図４に示すように、ＳＴＥＰ２－１でガスコンロ２がマイレシピを受信すると、Ｓ
ＴＥＰ２－２でカウント用の変数ｎ，Ｗ，Ｘ，Ｙ，Ｚの夫々に１を代入する。変数ｎはレ
シピ情報のレコード構成におけるレシピNo.である。変数Ｗ，Ｘ，Ｙ，Ｚは、コンロ表示
用No.である。
【００４３】
　次いで、ＳＴＥＰ２－３へ進むと、ｎが最大登録数（本実施形態では１０）を超えたか
否かを判断し、超えていないときＳＴＥＰ２－４へ進む。ＳＴＥＰ２－４では、レシピ情
報の指定バーナを参照することにより、左コンロバーナ６と右コンロバーナ７とが指定さ
れているか否かを判断し、指定されていたら、ＳＴＥＰ２－５及びＳＴＥＰ２－６に進む
。そして、ＳＴＥＰ２－５でレシピNo.ｎのレシピ情報をレシピ情報記憶部３０の第１の
記憶エリアにコンロ表示用No.Ｗを付与して登録し、ＳＴＥＰ２－６では、レシピNo.ｎの
レシピ情報をレシピ情報記憶部３０の第２の記憶エリアにコンロ表示用No.Ｘを付与して
登録する。ＳＴＥＰ２－５を経た後には、ＳＴＥＰ２－７で変数Ｗのカウントを１つ上げ
る。ＳＴＥＰ２－６を経た後には、ＳＴＥＰ２－８で変数Ｘのカウントを１つ上げる。
【００４４】
　一方、ＳＴＥＰ２－４で左コンロバーナ６と右コンロバーナ７とが指定されていなかっ
たとき、ＳＴＥＰ２－９へ進む。ＳＴＥＰ２－９に進むと、後ろコンロバーナ８が指定さ
れているか否かを判断し、指定されていたら、ＳＴＥＰ２－１０へ進む。ＳＴＥＰ２－１
０では、レシピNo.ｎのレシピ情報にコンロ表示用No.Ｙを付与してレシピ情報記憶部３０
の第３の記憶エリアに登録し、ＳＴＥＰ２－１１で変数Ｙのカウントを１つ上げる。
【００４５】
　また、ＳＴＥＰ２－９で後ろコンロバーナ８が指定されていなかった場合には、ＳＴＥ
Ｐ２－１２でレシピNo.ｎのレシピ情報をレシピ情報記憶部３０の第４の記憶エリアにコ
ンロ表示用No.Ｚとして登録し、ＳＴＥＰ２－１３で変数Ｚのカウントを１つ上げる。
【００４６】
　その後、ＳＴＥＰ２－７，ＳＴＥＰ２－８，ＳＴＥＰ２－１１，ＳＴＥＰ２－１３の何
れかを経てＳＴＥＰ２－１４へ進むと、変数ｎのカウントを１つ上げてＳＴＥＰ２－３へ
戻る。そして、ＳＴＥＰ２－３で、ｎが最大登録数（本実施形態では１０）を超えたとき
、ＳＴＥＰ２－１５へ進んでマイレシピの登録が完了する。
【００４７】
　以上のＳＴＥＰ２－１～ＳＴＥＰ２－１５の処理はユーザ端末装置３からマイレシピを
構成する複数のレシピ情報をガスコンロ２へ送信した場合のものであるが、１つのレシピ
情報（マイレシピを構成している複数のレシピ情報のうちの１つ）をユーザ端末装置３か
らガスコンロ２へ送信した場合は、次の処理が行われる。
【００４８】
　図５に示すように、ＳＴＥＰ３－１でレシピNo.ｎのレシピ情報をガスコンロ２が受信
すると、ＳＴＥＰ３－２へ進み、レシピ情報の指定バーナを参照することにより、左コン
ロバーナ６と右コンロバーナ７とが指定されているか否かを判断する。ＳＴＥＰ３－２で
レシピNo.ｎのレシピ情報が左コンロバーナ６と右コンロバーナ７とに指定されていたら
、ＳＴＥＰ３－３及びＳＴＥＰ３－４に進む。そして、ＳＴＥＰ３－３でレシピNo.ｎの
レシピ情報をレシピ情報記憶部３０の第１の記憶エリアに登録し、ＳＴＥＰ３－４では、
レシピNo.ｎのレシピ情報をレシピ情報記憶部３０の第２の記憶エリアに登録する。
【００４９】
　一方、ＳＴＥＰ３－２で左コンロバーナ６と右コンロバーナ７とが指定されていなかっ
たとき、ＳＴＥＰ３－５へ進む。ＳＴＥＰ３－５へ進むと、後ろコンロバーナ８が指定さ
れているか否かを判断し、指定されていたら、ＳＴＥＰ３－６へ進む。ＳＴＥＰ３－６で
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は、レシピNo.ｎのレシピ情報をレシピ情報記憶部３０の第３の記憶エリアに登録する。
【００５０】
　また、ＳＴＥＰ３－５で後ろコンロバーナ８が指定されていなかった場合には、ＳＴＥ
Ｐ３－７でレシピNo.ｎのレシピ情報をレシピ情報記憶部３０の第４の記憶エリアに登録
する。
【００５１】
　そして、ＳＴＥＰ３－３、ＳＴＥＰ３－４、ＳＴＥＰ３－６、ＳＴＥＰ３－７の何れか
の処理を経た後には、ＳＴＥＰ３－８へ進んでレシピNo.ｎのレシピ情報の登録が完了す
る。
【００５２】
　なお、ユーザ端末装置３においてマイレシピを作成する場合には、同じレシピNo.ｎの
レシピ情報を追加することはできない。また、新規にレシピ情報をユーザ端末装置３のレ
シピ登録部２６に登録しようとしたときに、既に登録数が上限になっていると、新規のレ
シピ情報を追加することはできない。そこで、本実施形態では、ユーザ端末装置３におい
てマイレシピを作成する場合には、不要なレシピ情報を新規のレシピ情報で上書きする。
これによりレシピ登録部２６に登録されたレシピ情報の数は変わらず、上書きされたレシ
ピNo.のレシピ情報のみが新規のレシピ情報となる。
【００５３】
　新規のレシピ情報となったレシピNo.ｎのレシピ情報のみをガスコンロ２に送信すると
、ガスコンロ２は、先ず、レシピ情報記憶部３０の第１～第４の記憶エリアの何れかに登
録されているレシピNo.ｎのレシピ情報を削除し、第１～第４の記憶エリアの何れかにレ
シピNo.ｎの新規のレシピ情報を登録する。例えば、削除されたレシピNo.ｎのレシピ情報
が第４の記憶エリアに登録されていた場合でも、新規に同じレシピNo.ｎで登録されたレ
シピ情報の指定バーナが後ろコンロバーナであれば、第３の記憶エリアに登録する処理が
行われる。
【００５４】
　次に、ガスコンロ２におけるレシピ情報の選択操作と画面表示について説明する。ガス
コンロ２の表示画面は待機（入力待ち）しているとき、図６（Ａ）に示す状態である。左
コンロバーナ６用の加熱部選択操作部としてのスイッチを、ユーザが操作すると、左コン
ロバーナ６が選択状態となり、表示画面１９は図６（Ｂ）に示すように左コンロの表示領
域にマイレシピのレシピ情報を１つずつ表示する。そして、左コンロバーナ６用のレシピ
選択操作部としてのスイッチ（加熱部選択操作部として用いたスイッチと同じもの）を、
ユーザが操作して、表示画面１９のレシピ情報をスクロールさせて、所望のレシピ情報を
選択する。ガスコンロ２の制御部２８は、この時選択されたレシピ情報に含まれる制御デ
ータを左コンロバーナ６による自動調理に適用し、ユーザによる左コンロバーナ６の点火
操作待ちの状態となる。
【００５５】
　このとき、左コンロバーナ６が点火操作待ちであることをユーザに報知することにより
、ガスコンロ２の使い勝手が向上する。即ち、ガスコンロ２の制御部２８は、図２に示す
ように、報知制御部３４を機能として備えており、図７に示すように左コンロ操作ボタン
１０の周囲に設けられている火力インジケータ１４を報知手段として用いて火力インジケ
ータ１４の複数のＬＥＤ（５個のＬＥＤを用いている場合は５個全部）を点滅させること
により、左コンロバーナ６が点火操作待ちであることをユーザに報知する。
【００５６】
　また、左コンロバーナ６が点火操作待ちであるときに、例えば、後ろコンロバーナ８の
点火操作を誤って行うと、報知制御部３４はブザーや音声等により誤操作をユーザに報知
する。
【００５７】
　図６（Ｃ）、図６（Ｄ）に示すように、右コンロバーナ７、後ろコンロバーナ８、又は
、図示しないが、グリルバーナを選択した場合も同様に表示画面１９に各バーナに対応す
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るレシピ情報が表示されて、レシピ情報の選択が行われる。なお、レシピ情報が登録され
ていない場合は、図６（Ｅ）に示すように、表示画面１９に「登録なし」の表示が行われ
る。更に、この場合にも、前述した左コンロバーナ６の場合と同様に、各操作ボタン１１
，１２，１３の火力インジケータ１５，１６，１７のＬＥＤを点滅させて点火操作待ちで
あることをユーザに報知する。
【００５８】
　これにより、レシピ情報による調理で使用するバーナの誤選択や、使用とするバーナで
行える調理の誤選択を防止することができる。
【００５９】
　上記の例では、ガスコンロ２が表示画面１９としてドットマトリクス方式の液晶ディス
プレイを備えているが、このような表示画面１９を備えないものもある。図示しないが、
このようなガスコンロ２は、一般に温度やタイマ時間の設置時に用いる７セグメントＬＥ
Ｄによる数値表示器を備える。そこで、他の実施形態として、数値表示器を備えるガスコ
ンロ２におけるレシピ情報の選択操作について説明する。
【００６０】
　図８に示すように、数値表示器３５を備えるガスコンロ２において、ＳＴＥＰ４－１の
ガスコンロ２の待機状態のときにレシピ選択操作部として機能するスイッチをユーザが操
作すると、ＳＴＥＰ４－２でガスコンロ２のレシピ選択処理が行われ、ＳＴＥＰ４－３で
数値表示器３５にレシピNo.のみを表示してレシピ情報が選択された状態となる。図８に
おいてはレシピNo.２のレシピ情報が選択された状態を示している。このレシピNo.は、操
作スイッチ部における所定のスイッチ操作で変更できるようになっている。
【００６１】
　以下、レシピNo.２が選択されている場合を例として説明する。ＳＴＥＰ４－４へ進む
と、レシピNo.２のレシピ情報が左コンロバーナ６に対応しているか否か（左コンロバー
ナ６を用いて調理するものか否か）を判断し、左コンロバーナ６に対応していれば、ＳＴ
ＥＰ４－５へ進んで、報知制御部３４が左コンロ操作ボタン１０の周囲に設けられている
火力インジケータ１４のＬＥＤを点滅させて点火操作を促す。
【００６２】
　ＳＴＥＰ４－４で左コンロバーナ６に対応していないときは、ＳＴＥＰ４－６へ進み、
右コンロバーナ７に対応していれば、ＳＴＥＰ４－７へ進んで右コンロ操作ボタン１１の
周囲に設けられている火力インジケータ１５のＬＥＤを点滅させて点火操作を促す。
【００６３】
　ＳＴＥＰ４－６で右コンロバーナ７に対応していないときは、ＳＴＥＰ４－８へ進み、
後ろコンロバーナ８に対応していれば、ＳＴＥＰ４－９へ進んで後ろコンロ操作ボタン１
２の周囲に設けられている火力インジケータ１６のＬＥＤを点滅させて点火操作を促す。
【００６４】
　ＳＴＥＰ４－８で後ろコンロバーナ８に対応していないときは、ＳＴＥＰ４－１０へ進
み、グリルバーナに対応していれば、ＳＴＥＰ４－１１へ進んでグリル操作ボタン１３の
近傍に設けられている火力インジケータ１７のＬＥＤを点滅させて点火操作を促す。
【００６５】
　なお、本実施形態においては、コンロとしてコンロバーナ６，７，８やグリルバーナを
備えるガスコンロ２を挙げて説明したが、本発明は、ガスコンロ２以外に、図示しないが
、電磁誘導による加熱部を備えるＩＨコンロにも適用することができる。
【符号の説明】
【００６６】
　１…加熱調理システム、２…ガスコンロ（コンロ）、３…ユーザ端末装置、４…サーバ
装置、６…左コンロバーナ（加熱部）、７…右コンロバーナ（加熱部）、８…後ろコンロ
バーナ（加熱部）、１９…表示画面、２０…ネットワーク、２５…第２送信部（送信制御
部）、２６…レシピ登録部、３０…レシピ情報記憶部、３１…レシピ情報振分部、３２…
表示制御部、３３…調理制御部、３４…報知制御部。
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